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喬まり子 (ソプラノ)

東京藝術大学卒業。同大 「安宅賞」受賞。全日本学生

音楽コンクール東京大会高校生声楽部門第 2位。全国

本演奏家協会 「全日本ベス トプレイヤーズコンテス ト」

全部門におけるグランプリ受賞。声楽を小野真弓・三

池三郎各氏に学ぶ。卒業直後より音楽集団「みゅ～じ館」

に所属 し、研鑽を積む。リサイタルや宗教曲等のソリ

ス ト、県内外のイベント・施設など多数のコンサー ト

に出演。オペラ公演では、「フィガロの結婚」「魔笛」「ヘ

ンゼルとグレーテル」「泥棒とオール ドミス」などで主

役を演ずる。山形テルサ主催、世界の劇場で活躍する

名バ リトン、ラルフ・デーリングとジョイントリサイ

タルに出演。音楽集団「みゅ～じ館」、「トリオ・アラモー

レ」、女声アンサンブル 「コーロ・アプリーレ」、
「∪丁ABI丁0-YAMAGAttA」 各メンバー。女声コーラス

「すぎな」、寒河江市少年少女合唱団各指揮者。

堰碧り||ノて車甫 (チエ□)

山形東高卒業後渡米。岩崎洸氏に師事。全額スカラシップ

を得て、サザン・メソジスト大学メドウズ音楽院卒業。ス

カラシップを得て、音楽祭 (ノ ースカロライナ州)の コンサー

トツア=に 2年続けて出演。米アカデミー賞 。最優秀外国

語映画賞受賞映画「おくりびと」に主演の本木雅弘氏に、チェ

ロを指導。「おくりびとチェロコンサート」を須藤恵美子 (ピ

アノ )と 共に九州 。東京 。東北・北海道など全国で展開中。

宮城学院大学音楽科講師。同大学附属音楽教室、天童」rォ ー

ケストラ、各講師。現在フリーのチェロ奏者として、室内

楽やオーケストラなど国内外様々なコンサートに出演。イ
ベントやパーティーなどジャンルを問わない様々なシーン

での演奏でチェロの魅力を伝える活動にも力を入れてい

る。ソプラノ高橋まり子・ピアノ須藤恵美子と共に「トリオ・

アラモーレ」メンバー。平成 21年～山形県教職員互助会

公益事業スクールコンサートを展開中。平成 24年～天童

市市民文化会館レジデンスアーテイストに任命。菊池恭江

氏主宰「アウレオ弦楽四重奏団」メンバー。「全国育樹祭」

メインアトラクション演奏 (御前演奏 )。
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高橋 寛 (テノJの

[[憚 輔 1贄 魏 鐵 榊
Pム ンテアヌの各氏にt ttall.呼 吸法を中村俊一、生井

健夫の各氏に学ぶ。TttSこ ども音楽コンクール “独唱

の部"全国第 1位。大学時代より舞台活動を始め、歌手・

役者として全国を巡演。ジャンルを問わぬ歌手として、

また、舞台芸術の演出家、合唱や 「人間オーケス トラ」

の指導者としても活躍するマルチ・エンターティナーで

ある。オペラの演出作品に「こうもり」「コシ・フアン・

トゥッテ」「泥棒 とオール ドミス」な ど多数 あ る。

2012年 2月 には、新国立劇場中ホールにて小松原庸

子フラメンコ舞踊団公演の演出も手がけ好評を博 した。

現在、羽陽学園短期大学教授。音楽集団 「みゆ～ じ館」

代表。「タウベンコール」「御徒町フラウエンコール」「コー

ロ・アプリーレ」「ラ。ジケローソ」「ル・ポゼ」各指揮者。
「UTABI丁O―YAMAGAttA」 メンノヾ―。

須藤恵美子 (ピアノ・編曲)

山形大学卒業。阿部昌司氏のもと、山形西高音楽部を経

て、暖鳴 (お うめい)女声合唱団伴奏者として現在に至る。

NHK学 校音楽コンクール全国優秀賞、全日本合唱コン

クール全国大会金賞 。文部大臣賞などの受賞に貢献。

様々なシーンでの音楽演出、アンサンブルの編曲も手が

ける。平成 13年、女声三部合唱 「さくらんぼの実る頃」

編曲・出版。

平成 11年より、暖鳴女声合唱団とチェロ 。増川大輔と

のオリジナル編曲によるコンサー トを継続、今年 7月 、

同合唱団文翔館コンサー ト「月の帆船 星の海～須藤恵

美子編曲作品集 ll!」 開催。 トリオ・アラモーレメンバー。
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「いのちの電話」は、

自殺予防を主な目的とした電話相談です。

ひとりひとりの「いのち」を大切にする立場から、

不安と苦しみで悩んでいる方のよき隣人として、

電話での対話を通じ、援助していこうとする運動です。

この活動は、すべて民間のボランテイアによつて

支えられています。

変,023-645‥4343

午後 1時 ～ 午後 10時

三浦孝太郎「旅のスケツチから」展覧会・チャリティ

即売会を、当日朝よリコンサー ト会場の回ビーに

て行います。
※売上金の一部はいのちの電話へ寄付いたします。

「山形いのちの電話」相談窓口

相談電話

相談時間
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